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２）基盤研究の展望 

水土壌環境では、湖沼・内湾等のように閉鎖性の高い水域において環境基準の達成率が依然として改善さ

れない原因とされる富栄養化などの問題や、金属や化学物質による地下水や土壌の汚染など多くの未解決の

課題がある。これらの課題を解決するために、第 2 期中期計画では、領域内 4 研究室（水環境質、湖沼、海

洋、土壌）の協力体制の下に、また他ユニットと連携しながら次の 3 つのテーマを柱とした研究を推進する

こととしてきた。 
 

（１）水環境保全及び流域環境管理に関する研究 
現在の水質環境基準（生活環境項目）の体系は設定から 40 年以上が経過し、その間に、公共用水域の保全・

利用状況と水質・生態系の変化、水質分析に関する技術的な進展、国内外の諸制度の変化といった水質環境

基準を取り巻く社会・自然状況は大きく様変わりしている。汚濁負荷削減対策の進展に伴い主な河川では水

質環境基準達成率は向上している一方、多くの湖沼では依然として環境基準達成率は低いままであり、閉鎖

性海域における貧酸素水塊の発生など水産生物を含む水生生物の生息状況は悪化している例がみられる。こ

のような背景から、水質環境基準（生活環境項目）の見直しの必要性及び新しい水環境評価と改善手法の開

発が喫緊の課題として挙げられている。また、土壌汚染対策法が施行され、法律に基づいた土壌汚染の調査・

対策が行われてきたが、法律の施行を通して浮かび上がってきた課題等を整理検討することが必要とされて

いる。さらに、最近になり森林の窒素飽和現象が顕在化し、湖沼の流入負荷削減対策上も、その機構解明が

喫緊の課題となっている。そこで、このような課題に対し科学的基礎資料を与え、環境管理の目標に関する

新たな知見の整備を目的とした研究、さらに、流域における健全な水・物質循環を維持することを目的とし

た研究を実施した。 
 

（２）流域における環境修復・改善技術に関する研究 
流域における健全な水・物質循環を実現するためには、流域で発生する負荷の削減や汚染された水・土壌

環境の修復、湖岸や藻場・干潟等にみられる劣化した生物生息場の回復を効率的に行える技術開発が必要で
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ある。例えば、エネルギー消費の少ない適切な排水処理技術の開発が求められている。このような状況の下、

有機性排水の無加温処理に対応した省・創エネルギー型のメタン発酵排水処理技術を中心とした処理技術を

開発した。また、不適切処理の結果、多量の温室効果ガスの大気放散の要因となっている資源作物由来の廃

液について、その処理技術開発を開始した。さらに、地下に漏出した有機溶剤を洗剤注入により浄化する技

術の有効性と安全性を評価するための研究、及び、油汚染被害に対して特に環境が脆弱な地域について有効

な対応策である微生物による浄化法の実用化を図る研究を実施した。 
 
（３）流域における生態系保全のための現象把握・現象解明に関する研究 
中長期的に流域における健全な水・物質循環を維持するためには、継続的なモニタリングを通して環境変

動を検出し、現状を把握して、課題となる現象を解明することが必要である。このことによって初めて将来

予測が可能となる。さらに、水・土壌環境圏にて潜在的な汚染実態を調査し、警鐘を鳴らすことも、当基盤

領域の使命の一つと考える。これらのことから、霞ヶ浦を中心とした水環境のモニタリングを実施している。

また、地方環境研究機関と協働で海水温測定のネットワークを構築して、沿岸域において海水温上昇のモニ

タリングを開始した。さらに、レアメタル等（アンチモン、ビスマス、鉛、銀、スズ、タングステン、モリ

ブデン他）による大気降下物由来の都市土壌汚染が認められ、今後の汚染状況次第では健康被害も懸念され

ることから、これらを対象としたモニタリングを継続している。 
 

３） 研究予算 

（実績額、単位：百万円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 累計 

運営交付金 127 119 113 112 133 604

その他外部資金 199 194 156 140 146 835

総額 326 313 269 252 279 1,439

 

４）平成１８～２２年度の実施概要とその成果 

上記の3課題毎に、5年間の研究実施概要とその成果を記載する。 

（１） 水環境保全及び流域環境管理に関する研究 
 水質に係る環境基準の見直しに関連し、既往の科学的知見を整理するとともに新たな調査・実験を実施し

た。さらに、基準設定当時の考え方や現在の水利用上の問題点を整理し、現状で問題と考えられる項目や新

たな基準として必要な項目について検討した（水質環境基準（生活環境項目）等設定基礎調査；環境省-請負；

平成 17～平成 20 年度）。環境省では、平成 25 年を目途に環境基準の見直しに着手したが、上記研究で取り

まとめた報告書の内容は、この作業の基礎資料として貢献したばかりでなく、現在、環境省で進められてい

る見直しに関する各種検討会にて議論の骨格として引用されている。 
 湖沼では、COD でみた環境基準達成率が低い状態が続き、その原因の一つとして、湖水中の難分解性有

機物の増加が指摘されている。この難分解性溶存有機物の特性に関連し、この溶存有機物の分解とバクテリ

アの増殖速度や 2 次生産速度などに着目した研究を実施した。具体的には、霞ヶ浦（有機物リンケージに基

づいた湖沼環境の評価及び改善シナリオに関する研究；所内特別研究；平成 16～18 年度）及び、十和田湖

（貧栄養湖十和田湖における難分解性溶存有機物の発生原因の解明に関する研究；環境省-公害一括；平成

19～平成 21 年度）にて現場調査・培養実験・流動モデルによるシミュレーションなどで検討し、汚濁対策

に新たな指針を示した。COD 増大が危惧されている十和田湖では、炭素同位体比の測定から有機物の起源

を推定し、管理方針を示した。また、湖沼における有機物と微生物の関係（湖沼における有機物の循環と微

生物生態系との相互作用に関する研究；所内特別研究；平成 20～23 年度）や溶存鉄とアオコ発生の関連（湖

沼における溶存鉄の存在形態分析と鉄利用性がアオコ発生に及ぼす影響；文科省-科研費；平成 17～19 年度）
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を調査研究し、新たな知見を得た。 
 東京湾・伊勢湾・大阪湾などの富栄養化の進んだ閉鎖性海域でも、COD でみた環境基準達成率が低い状

態が続き、さらに近年では夏期に底層が貧酸素状態になり、生態系に甚大な被害を与えていることが問題視

されている。このようなことから、環境省では底層の溶存酸素を目標値あるいは環境基準とする検討を開始

した。本研究では、この検討に基礎となる科学的知見を与えるため、主に東京湾を対象として貧酸素化の過

程や生物への影響に関する研究（貧酸素水塊の形成機構と生物への影響評価に関する研究；所内特別研究；

平成 19～平成 21 年度）を実施した。この結果、主に植物プランクトンに由来する懸濁態の有機物は陸起源

のものより分解率が高いこと、海域内部生産・陸域流入の組成および炭素安定同位対比と分解性の関連が示

された。また、底泥の酸素消費は貧酸素水塊形成への寄与が大きいことが明らかとなった。この観測・実験

データを３次元内湾流動・生態系モデルに適用し、水質環境基準値設定に貢献した。貧酸素化した底質では、

生物に高い毒性を示す硫化物が発生する。平成 22 年には、硫化物の形成・水柱への供給過程と、底生生物

におよぼす影響を、現場調査・室内実験、および数値シミュレーションにより明らかにし、底質環境の改善

を目的とした新たな研究を開始した（都市沿岸海域の底質環境劣化の機構とその底生生物影響評価に関する

研究；所内特別研究；平成 22～平成 24 年度）。 
窒素飽和が顕在化し人工林荒廃との関連が見られる筑波山を対象に、源流域渓流水の平水時の年間広域水

質調査（経常研究；平成 18～19 年度）を実施した結果、筑波山全域にわたって森林生態系が窒素過剰状態

にあることを明らかとした。さらに人工林管理状態と窒素飽和の関係性を調査（高窒素負荷を受ける森林集

水域の林内環境が窒素流出抑制に及ぼす影響；所内奨励研究；平成 20～21 年度）によって、人工林の荒廃

（林分の過密化）が、土壌生態系内で窒素過剰状態への移行や系外への窒素溶脱を促進させていることを示

唆する結果を得た。これら知見を踏まえて、今後の更なる窒素飽和の進行が汚濁負荷発生源としての森林域

の寄与に及ぼす影響と森林管理の適正化による窒素飽和改善効果の検討（窒素飽和状態にある森林域からの

窒素流出量の定量評価および将来予測と削減シナリオの構築；所内特別研究；平成 22～24 年度）を開始し、

筑波山森林試験地を対象とした平水時渓流水質調査結果から、硝酸態窒素濃度は 80 年代の同一地点での観

測値に比べほとんどの点で上昇（最大で 2.7 倍）していることが確認された。 
 

（２） 流域における環境修復・改善技術に関する研究 
嫌気性排水処理（メタン発酵）の利用による様々な条件の有機物排水処理技術の開発を行った。低濃度有

機物排水（400mgCOD/L 以下）に対して、生物膜流動型リアクター（グラニュール汚泥床法）による連続

処理実験を行い、運転モードと流入水の ORP 制御により、COD 除去率を 60％から 90％以上へと飛躍的に

向上させることが出来た（省エネルギー型水・炭素循環処理システムの開発；所内特別研究；平成 18～平成

20 年度）。都市下水を処理対象とした省エネ・低コスト型排水処理装置(UASB 法と DHS 法の組み合わせ)
のパイロットスケール実験を鹿児島県霧島市クリーンセンターで実施し、UASB 保持汚泥の性状評価とエネ

ルギー削減効果に関する検証を行った（嫌気性生物膜の高度利用による排水処理技術；NEDO；平成 18～
平成 20 年度、及び無曝気・省エネルギー－型次世代水資源循環技術の開発「無加温嫌気処理における有機

物分解特性の評価」；NEDO；平成 18～平成 20 年度）。その結果、保持汚泥の沈降性改善により低水温期に

おいてもメタン生成活性を十分に維持出来ることを明らかにした。また、トータルシステムとして既存の好

気性処理と比較して同等の水質を得つつ、消費エネルギーを 70%以上削減することが出来た。さらに、本技

術を省エネルギーだけでなく創エネルギーを視野に入れたバイオエネルギーと関連させた技術開発へと展開

している（資源作物由来液状廃棄物のコベネフィット型処理システムの開発；所内特別研究；平成 21〜23
年度、及びクリーン開発メカニズム適用のためのパームオイル廃液(POME)の高効率の新規メタン発酵プロ

セスの創成に関する研究；環境技術開発等推進費；平成 19〜平成 21 年度）。具体的には、高濃度有機物廃液

の処理に関して、対応可能なラボスケールメタン発酵処理システムを独自に設計・作製し、糖蜜系廃液の処

理試験を国内の糖蜜廃液とタイのバイオエタノール蒸留廃液で開始した。 
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 トリクロロエチレンなどの有機塩素系溶剤で汚染された地下水の原位置浄化法として使用されている、鉄

粉による化学還元分解反応について、分解生成物による環境安全性評価の観点から検討し、透過型浄化壁に

充填する鉄粉の量が多すぎると、毒性の高い分解性生物が発生すること等、汚染現場で本手法を適用する場

合の留意点を明らかにした。また、微生物を活用した有機塩素化合物の浄化技術の開発を目指し、ジクロロ

メタン DCM を唯一の炭素源として増殖・分解が可能で既報の DCM 分解菌よりも分解活性が高い新規微生

物 Hyphomicrobium sp. DN58 株の分離に成功した（特許出願中）。また、安価でクリーンな油浄化手法の

確立を目指して、実汚染現場から得られた地下浸出油を用いて植物の選定を行い、3 種の草本類、2 種の木

本類を選抜した（特許出願中）。さらに、油分解に直接関与していると考えられる細菌叢のみならず、植物の

生育に関与しており最近注目を集めているアーバスキュラー菌根菌（AM 菌）などの真菌叢も解析可能なマ

ーカ等の条件を開発した。カルタヘナ議定書に基づいた遺伝子組換え生物に対する管理に関して、遺伝子組

換え微生物を模擬環境中に接種し、微生物多様性に及ぼす影響について分子生物学的手法を用いた詳細な解

析を実施した。また、従来からの実験手法である培養法と新しい手法である遺伝子解析法を組み合わせた新

規な実験手法（Plate-Wash PCR-DGGE）を開発し、組換え微生物の接種直後に優占化の認められた

Sphingomonas sp. GE 株の分離に成功した。 
 微生物によるヒ素の還元・可溶化作用を利用して、汚染土壌から低コストでのヒ素除去を可能とする浄

化技術の開発を検討した。具体的には、ヒ素可溶化能力の高い異化型ヒ酸塩還元細菌の系統解析を行い、そ

の詳細な特性を明らかにするとともに、ヒ素除去効率を向上させるためのメディエーターを検索して、本技

術によってヒ素汚染土壌の経済的浄化プロセス構築が可能であることを示した（腐植物質還元微生物の特性

の把握と環境浄化への応用に関する研究；文科省-科研費；平成 18～平成 19 年度、及び異化型ヒ酸塩還元細

菌と天然メディエーターを利用した汚染土壌からのヒ素除去；文科省-科研費；平成 20～平成 21 年度）。 
ヒト腸内細菌によるメチル水銀の無機水銀への分解作用を利用した、腸管におけるメチル水銀の吸収を抑

える方法の確立を目指し、基礎データを取得した。ヒト腸内細菌のうち、有用微生物であるビフィドバクテ

リウム属に着目し、本細菌属（乳児に特徴的な菌株 3 株、成人に特徴的な菌株 3 株、両者で検出される 3 株、

計 9 株）におけるメチル水銀の分解活性を測定した。その結果、9 株中 4 株においてメチル水銀の分解活性

が観察されたが、乳児と成人に特徴的な菌株間の活性に差は認められなかった。 
 

（３）流域における生態系保全のための現象把握・現象解明に関する研究 
国立環境研究所では霞ヶ浦における水質・生物などのモニタリングを 1977 年から実施している。現在は、

UNEP などの事業である GEMS/Water モニタリングの一環として当モニタリングを継続し、湖水・底泥を

毎月採取して、栄養塩、クロロフィルａ、溶存有機物 DOM 等を計測している（CGER モニタリング事業経

費）。また、霞ヶ浦湖岸帯では、ヨシ帯の物理的・生態学的な維持にあたえるバンクの影響を調査した（ 霞
ヶ浦エコトーンにおける生物群集と物質循環に関する長期モニタリング；所内奨励；平成 15～平成 19 年度）。

ヨシ帯の物理的・生態学的な維持機構にバンクの有無が大きく影響することから、水位制御や護岸整備等が

ヨシ帯にあたえる影響評価を可能にし、今後の保全・管理に必要な基礎情報が整備できた。 
水温は環境基準の項目ではないが地方公共団体環境研究機関では環境基準の測定時に必ず測定しており、

全国各地の沿岸におけるデータが長年にわたって蓄積している。ここでは水温および水質環境基準項目のデ

ータを活用して温暖化の沿岸域水環境に対する影響・兆候を全国規模で精査し、脆弱性・リスクを解析した。 
瀬戸内海においてフェリーを利用した N、 P、 Si 各栄養塩の時系列モニタリングを実施するとともに、

珪藻、非珪藻の増殖過程を反映する海洋生態系モデルを発展させた。このモデルを長江河口域等に適用し、

晩春に Si が枯渇するとケイ藻が自律沈降してしまうことで上層の栄養塩を有機物として下層に引き落とす

機能を果たす植物プランクトンが希薄になり、このため、上層の浮遊生物および有機物が増大し、クラゲの

餌料の増大につながると推定した。干潟における生態系機能を評価するため、干潟に生息する大型底生動物

（ベントス）の炭素・窒素安定同位体比を網羅的に測定し、ベントスが高密度で生息する干潟の存在は、「微
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細藻類による栄養塩吸収」および「ベントスによる微細藻類の摂食・同化」の両方の機能で沿岸域の水質浄

化（リン・窒素の除去）に貢献していることが示唆された（干潟域の物質循環過程における底生動物の寄与

を解明する研究；科研費；平成 21～23 年度、及び稀少な底生動物種を育むヨシ原の生態系機能と保全に関

する研究；科研費若手（B）；平成 21～22 年度）。 
都市部の土壌では、レアメタル等による大気降下物由来の汚染が認められ、今後の汚染次第では健康被害

も懸念される。このような状況から、首都圏を対象に広域的に降水と土壌を採取・分析することによって、

レアメタルを主とした有害金属のモニタリングを実施し、大気汚染 由来のSbおよびPbが、降水および植物

を介して土壌表層に蓄積していることを明らかにした。（経常研究ほか）。 

 

５） 平成２２年度の実施概要とその成果 

上記の3課題毎に、平成22年度の研究実施概要を記載する。 

（１） 水環境保全及び流域環境管理に関する研究 
 湖沼における有機物の循環を評価するために、植物プランクトンの一次生産を従来法で用いる放射性同位

体を使用しないで測定する方法 FRRF (fast repetition rate fluorometer) を開発し、放射性同位体フリーで

測定することに我が国で初めて成功した。霞ヶ浦の溶存有機物中のアミノ酸や糖類は選択的にバクテリアに

分解されること、バクテリアの 2次生産量はとても高く炭素循環に大きな影響を与えていることがわかった。

溶存有機物中の D 態アミノ酸濃度に基づいて溶存有機物中のバクテリア由来の割合を算出する方法を開発

した。約 30 年間に渡って採取された霞ヶ浦底泥の窒素安定同位体比の長期トレンドを解析した結果、深さ

3cm 以深で底泥の窒素同位体比が顕著に小さくなることがわかった。また、硝酸イオンの窒素と酸素の同位

体比の解析から、霞ヶ浦に流入する河川における硝酸性イオンの起源解析に成功した。 
 閉鎖性海域の底層が貧酸素化した結果、底質中に発生する硫化物蓄積・挙動について着目し、特に毒性の

高い遊離態の硫化物について水深や底質環境の異なる地点での季節変化と底生生物の生息状況とを併せて解

析した。東京湾奥部と運河部・人工海浜におけるにおける定点調査を行い、底質と水深の異なる箇所におい

て夏期に海水温・泥温が上昇すると共に底泥間隙水中の遊離硫化水素の蓄積濃度が顕著に上昇し、水深10 m

以深の地点では大型底生動物の生存固体が認められなくなることが確認出来た。特に調査定点中最も深く嫌

気的な底質環境にある東京灯標付近において、我が国での沿岸海域底泥中での硫化水素の調査報告事例中、

最も高い蓄積濃度（約700 mg-S/L近く）に達していることが判った。 

窒素飽和の進行が汚濁負荷発生源としての森林域の寄与に及ぼす影響と、森林管理の適正化による窒素飽

和改善効果を検討した。平水時渓流水中の硝酸態窒素濃度に関する80年代との長期比較から、筑波山森林生

態系において窒素過剰状態が顕著に進行していることを明らかとした。また、東北大学複合生態フィールド

センター内のスギ人工林試験地を対象に、間伐強度の違いが土壌における窒素貯留能に及ぼす影響に関する

調査を開始し、年間を通して無間伐区や弱度間伐区に比べ、強度間伐区では土壌からの窒素溶脱が抑制され

ていることを定性的に確認した。 

 

（２） 流域における環境修復・改善技術に関する研究 
 高濃度廃液の処理に対応可能なラボスケールメタン発酵処理システムを独自に設計・作製し、糖蜜系廃液

の処理試験（国内：糖蜜廃液、タイ：バイオエタノール蒸留廃液）を開始した。現時点で、有機物負荷 30 
kgCOD/m3/dの条件下で有機物除去率 90％の安定した処理性能を発揮している。パーム製造廃水とその主要

成分である高級脂肪酸の集積培養試験の結果、廃液に含まれる高級脂肪酸の種類に応じた菌相構造が形成さ

れること、特にオレイン酸のメタン生成細菌に対する阻害性が強いことなどを明らかにし、廃液の適切処理

法確立のための基礎知見を得ることが出来た。 
 界面活性剤を地下に注入する浄化工法の安全性評価を目的として、鉄粉によるクロロエチレン類の化学還

元分解反応機構に及ぼす界面活性剤の影響を検討した。分解反応はβ脱離と水素化分解の競争反応となった
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が、その比率は界面活性剤の種類により異なった。クロロエチレン類の鉄粉表面への吸着を低下させる界面

活性剤の系では、水素化分解の比率が小さくなることから、水素化分解反応が鉄粉表面での接触反応である

ことが示唆された。油耐性植物とその根圏微生物による油汚染浄化技術の開発研究において、油汚染砂質土

壌にアーバスキュラー菌根菌（AM 菌）の接種源としてごく少量の健全な黒ボク土壌を添加すると、無添加

に比べて最大 40％の油分解の向上が認められた。植物とその根圏微生物を利用した安価でクリーンな油汚染

浄化技術の開発の端緒となるものである。微生物によるヒ素の還元・可溶化作用を利用したヒ素汚染土壌浄

化において、異化型ヒ酸塩還元細菌とビタミン B2 の併用によって、ヒ素汚染土壌の経済的浄化が可能であ

ることを示した。ビフィドバクテリウム属による水銀イオンの金属水銀への還元活性、ならびにメチル水銀

の分解機構について検討し、本細菌属の水銀化合物（メチル水銀、塩化第二水銀）に対する感受性は、これ

まで報告されている水銀耐性菌とは大きく異なることを明らかにした。 
 
（３）流域における生態系保全のための現象把握・現象解明に関する研究 
霞ヶ浦における水質・生物などのモニタリングを 1977 年から実施している。現在は、UNEP などの事業

である GEMS/Water モニタリングの一環として当モニタリングを継続し、湖水・底泥を毎月採取して、栄

養塩、クロロフィルａ、溶存有機物 DOM 等を計測している（CGER モニタリング事業経費）。 
日本沿岸域の海水温におよぼす温暖化の影響を評価するために、各自治体において過去 30 年間以上蓄積

されてきた公共用水域常時監視で測定された海水温変動の重回帰分析の結果、千葉県以北の太平洋側と九州

を除く日本海沿岸以外のほぼ全ての海域で、有意な海水温上昇が認められた。高頻度の海水温測定データを

取得するために小型自立水温ロガーを東京湾・川崎港、平洋沿岸部・宮城県・塩釜湾に引き続き、平成 22
年度は九州・福岡県博多湾口と鹿児島湾の二箇所それぞれに設置し測定した。記録された海水温データは、

当所の環境情報センターホームページ「環境展望台」に公表する予定で web サイトを構築中である。 
三重県内のヨシ原干潟において底生動物の炭素・窒素安定同位体比を網羅的に測定した結果、ごく近接し

た生息場所間においても底生動物の餌利用が大きく異なることから、餌資源の供給源となる隣接生息域まで

を含めた生息環境の保全が重要であることが示唆された。 
都市部の土壌では、レアメタル等による大気降下物由来の汚染が認められ、今後の汚染次第では健康被害

も懸念される。このような状況から、首都圏を対象に広域的に土壌を採取・分析することによって、レアメ

タルを主とした有害金属のモニタリングを継続し、特にアンチモンが表層に蓄積されていることを明らかに

した。 
 

 

６） 自己評価 

中期計画には「水質環境基準の見直しに関する検討、有機汚濁等負荷の一層の削減対策技術の開発、土壌

環境基準の整備、汚染地の環境修復等が効果的に実施されるよう、流域構成要素(陸域、土壌、地下水、湖水、

河川水、排水、沿岸域)の各視点から、水循環全体について、長期モニタリング、現象解明、影響評価、対策

効果の評価に関する研究を推進する」と記されている。上記１）水環境保全及び流域環境管理に関する研究

に詳述したように、環境省における水質環境基準（生活環境項目）の見直しに貢献してきたこと、また、数

多くの学会における受賞から判断されるように、科学技術・学術に貢献してきたことから、本項に関しては

目標を十分に達成したと判断できる。昨年実施の終了時評価では政策への貢献が指摘され、十分ではないと

の評価を頂いたが、本年度、環境省が水環境基準の見直しに向け具体的な取り組みを開始したことにより、

幸い、本研究の施策への貢献が具現化する事となった。上記２）流域における環境修復・改善技術に関する

研究で詳述した内容のうち、平成 18～20 年度に所内特別研究で実施した「省エネルギー型水・炭素循環処

理システムの開発」は、既に外部評価にて大変高い評価（5 点）を得たことからも判断できるように十分に

目標を達成した。その他の課題についても、継続して科研費等の研究費を得ていること等から、質の高い研
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究を実施しているとともに、今後の発展性が期待できるものと判断できる。上記３）流域における生態系保

全のための現象把握・現象解明に関する研究で詳述した内容は、基盤研究の「長期的な視点に立って、先見

的な環境研究に取り組むとともに、新たに発生する重大な環境問題及び長期的、予見的・予防的に対応すべ

き環境問題に対応」という共通目標に従って実施され、霞ヶ浦の湖水・湖底泥や関東における土壌汚染状況

の長期的なモニタリングを継続し、新たな環境問題の早期発見や予防対策の立案に努めている。この中で、

市街地土壌の汚染についてリスクを評価し、また、自治体などにより実施されてきた長期的なモニタリング

結果を整理することで、沿岸域における海水温の上昇を見いだした。 
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